

























ける知識の差を埋めるには不充分だという問題点もある。そこで中村 (2011) は 
Chen & Starosta (1998) が挙げる他のモデル、すなわち異文化に類似した生活環境
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を経験する The Simulation Model（シミュレーションモデル）、及び異文化の人々
との相互行為を通して外国文化での生活や就労が抵抗感なくできることを前提と
した The Interaction Model（相互行為モデル）と The Classroom Model の併用を提
唱している。















理解する語用論的能力も注目されるようになった ( 石原 , 2015; Yule, 1996)。
語用論の分野において最も盛んに研究されている発話行為 (speech acts) とは





割を果たす ( 石原 , 2015; 鈴木 , 2012)。一方、他者に与えた不利益に対し負った
負債を償おうとする日本語の謝罪の表現には、直接的な遂行系、許しを求める命










るために、Brown & Levinson (1987) が提唱する丁寧さの度合いを示す以下の 3 つ
の要素を考慮しながら、発話行為の表現を調整できるように練習することも有効




































学生の異文化理解を深めることを目的とする ( 成城大学国際センター , 2018)。
 
1 週目 受講者選抜の課題実施  9 週目 異文化能力 
2 週目 コミュニケーション 10 週目 異文化対人関係 
3 週目 文化 11 週目 元交換留学生ゲストスピーカー 
4 週目 非言語コミュニケーション 12 週目 カルチャー・ショック 
5 週目 発話行為 (1) 13 週目 国際語としての英語 
6 週目 発話行為 (2) 14 週目 日本について英語で語る 
7 週目 文化と認識 15 週目 まとめ 





3.1.1  2 週目から 4週目授業内容の概要


















表２ 2018年度前期 『留学準備演習』 学部別受講者数 
 経済 法 文芸 社会イノベーション 
 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 
1年生 7 4 0 3 0 1 4 10 
2年生 1 0 0 0 3 0 0 0 
3年生 0 0 0 0 0 1 0 2 
4年生 1 0 0 0 0 0 0 0 
合計 9 4 0 3 3 2 4 12 
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マーシャル (Cause Marketing, 2017) で出演女性が I’m sorry を繰り返す動画
を視聴した




●	 英語の謝罪の表現である I’m sorry 以外に、より重みや負荷が大きい I 
apologize をぺアワークで練習した




経験した日米間の謝罪の文化的差異の事例を取り上げている ( 図 1)。
コラムの内容に基づき、当日の出席者全員で寸劇のパフォーマンスを、以下の
手順で行った。






















































のかな、と思います」( 社会イノベーション学部 1 年女子 )
・	「この謝罪のメールはアグネスが会社で仕事をしやすくするためのコミュ




( 経済学部 4 年男子 )
・	「自分がいないことに対してあやまるのではなく、自分がいないことでもっ
と問題が１人の人への負担になってしまったということに対してあやまる





クチさんの評価が上がるでしょう」( 法学部 1 年女子 )
・	「休暇中の出来事だから自分とは関係ない、という態度を取ることは良い
ことではないと思います」( 文芸学部 3 年女子 )
・	「いくら休暇をとっていたからとはいえ、知っていればさけることのでき
た事件だと思うので、内心はどう思っていようと謝るべきではあると」( 社






く “ 郷に入っては郷にしたがう ” という心も必要なのでは、と思った」( 経




ション学部 1 年女子 )
・	「日本の会社に勤めているのであれば、“ 異文化理解 ” よりも “ 会社のマ
ナー ” の方が優先順位が高いと考えます」( 経済学部 1 年女子 )
キクチに関連する頻出度が高いカテゴリーの記述にはキクチの謝罪 (17 回 ) で






送った」 ( 経済学部 2 年男子 )
・	「キクチさんの場合、周りの人に対して多大な迷惑をかけてしまったのは、
いくら休暇を承認されたからだとしても、自分のせいであると、周りの人
に対して丁ちょうなメールをした」( 社会イノベーション学部 1 年女子 )
4.2　定期試験の記述（原文のまま）
定期試験は出題された 5 問のうち、受講者は 2 問を選択し小論文を書く形式で
ある。以下の問いを選択した 15 人の受講者は、Status (S), Distance (D), Imposition 
(I) に言及する回答を記述した。




出題意図は、丁寧さの度合いを示す Status (S), Distance (D), Imposition (I) の枠
組みを通して、日本語とアメリカ英語における謝罪の文化的差異の理解の確認で





芸学部 2 年男子 )
・	「キクチさんの謝罪のメールは SDI の要素から見ると Status は同じぐらい
だが、D の点で少し他人行儀で、I の責任の重さを小さいものとしてはと




なってくるのだろう」( 社会イノベーション学部 1 年女子 )































































ドの共有や動画視聴以外に、Barnlund & Yoshioka (1990) などの先行研究の紹介も
含め、多角的なアプローチを取るなど検討の余地がある。それ以外に受講者が日
常生活の中でも発話行為 ( 例：他者に依頼する、断る、招待する、褒める等 ) に
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